




























































































































が 、 ~マツ ﾄの縁に沿って配
置。また、幼児が、マット
上に配置。
＜円形＞保育者と幼児が、
四角形のブロック上とマツ
ﾄの縁に沿って配置。
事例１で何度も観察された保育者が幼児と共に行う物的環境構成は、ブロックを
どのように配置したらどんな遊びが出来るのか幼児に直接伝えたり、ブロックを用
いた遊びのイメージを膨らませることが出来、幼児の遊びの幅を広がらせることに
つながると考えられる。
また、ブロックの配置方法を変えることで、新しい遊びへと発展し、遊びの中で
行う幼児の基本的動作にも様々な種類の動作を生み出せることが明らかとなった。
さらに、ブロックの形が違うと、幼児は全く違った使い方や遊び方をする姿が観
察された。このことより、保育者は幼児が自由に想像したり創造出来る環境を整え、
遊びを充実・発展させるために、一種類の物的環境構成であっても、様々な色や形
を遊びが展開される前に構成しておくことが大切だと考えられる。
Ｖ結論
本研究では、保育者は幼児の自発的なあそびを大切にしながら、遊びの状況に合
わせて３つの環境構成（｢物的環境構成」「空間的環境構成」「人的環境構成｣）を組
み合わせることが必要であることが明らかとなった。保育者は曰頃から、幼児の遊
びを観察したり、幼児の個性、興味・関心のある物事を把握しておくことが、遊び
の充実・発展に効果的な環境構成を行うために必要である。また、保育者は様々な
遊びをイメージし、それに必要な場や材料を整え、適切に配置して、幼児が自らそ
の環境に誘われて自発的に活動するように、創意と工夫を働かせ、環境構成を行う
ことによって、幼児は自発的に生き生きと遊ぶことが出来ると考えられる。
以上、幼児期の運動遊びにとって保育者の環境構成はきわめて重要な役割を果た
すと言える。
Ⅵ今後の課題
今後、幼稚園での環境構成の事例をさらに数多く取り上げ、運動遊びや環境構成
の分析及び考察を行うことで、保育者の環境構成に対する知識や理解が深まると考
えられる。また、事例調査を通して明らかとなった環境構成の在り方を踏まえ、筆
者自身で運動遊びに効果的だと考えられる環境構成の提案及び実施することも、今
後保育者の環境構成を考えていく上でとても貴重な経験になるだろう。
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